
次世代社会インフラ用ロボット現場検証の取組

社会インフラの現場に役立つロボットの開発・導入を促進する取組。
（ポイント）
・民間企業や大学等の優れた知恵や工夫を活用 （公募＆コンペティション）

参考資料
総合政策局公共事業企画調整課取組概要

・評価結果に基づく活用

民間企業や大学等の優れた知恵や工夫を活用 （公募＆コンペティション）
・実際の維持管理又は災害の現場検証を通じて、開発と活用を促進 （現場主義）
・活用及び普及までを見据え、公募・現場検証・評価を実施 （出口戦略）

■取組のスキーム

－ 公募者 －
国土交通省

（次世代社会インフラ用

－ 公募者 －
国土交通省

（次世代社会インフラ用

・このような現場で、
こんな事が出来る
ロボットが欲しい

・更に どんなこと

個別技術の『現場検証』を通じ、『個別技術に対する評価』と
共に、『総合的な技術評価』を行う

このロボットは、

・このような現場で、こ
んな事が出来る

これらのロボットについて、

・このような事が可能で、このような特
性（適用範囲や機能等）がある 評価結果

（NETIS等の活用）
・技術基準類への反映
・公共調達（特殊機械類）
等を検討

「
検
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」

「公募」/「応募」
○維持管理及び災害対応に資する
ロボット技術を公募

○現場検証・評価を行い、開発・活用を
促進

「評
価
」

「現
場
検
証
」

（次世代社会インフラ用
ロボット現場検証委員会）
（次世代社会インフラ用
ロボット現場検証委員会）

Excellent/Good/So,so/
Not‐good/Bad

見込み： 大/中/小

活用促進

開発・改良促進

欲しい

更に、どんなこと
が出来るが教えて
欲しい

【4～5月】 【6～8月】 【10～12月】 【1～3月】

んな事が出来る

・ここが解決すれば、
もっと良くなる

性（適用範囲や機能等）がある

・現場への活用・普及のためには、今
後、ここの開発・改良が求められる

○直ぐに使える技術

○開発・改良中の技術

「通知」/「公表」
開発・活用に向けた評価のイメージ

・NEDOによる技術研究開発
の支援と連携
・次年度の公募へ応募者から以下の事項についてヒアリング

・この場所で、このような事をしたい
・このような現場検証及び評価をしてほしい

■重点分野

－ 応募者 －
開発者

（民間企業、大学等）

－ 応募者 －
開発者

（民間企業、大学等）

・このような現場
で、このような事
が出来る！

・更に、このような
事が出来る！

【4 5月】 【 月】 【 月】

公募したロボットについて、現場検証及び評価を行うため、産学官の有識者で構成される「次世代社会インフ
ラ用ロボット現場検証委員会」（以下、「委員会」という）を設置しました。委員会は、橋梁維持管理部会、トンネ
ル維持管理部会、水中維持管理部会、災害調査部会、応急復旧部会の５部会から構成されます。
委員会において、公募内容、検証場所及び検証方法を決定していくこととしています。

■実行体制：「次世代社会インフラ用ロボット現場検証委員会」


